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帝王切開で出生した児は1歳の時点において、経腟分娩で出生した児に比較して便秘に罹患しやすいという事実は
無かった。

Association between cesarean section and constipation in infants: the Japan
Environment and Children’s Study (JECS)

帝王切開で出生した児の便秘発症リスクについて

論文概要の和文様式

帝王切開で出生いた児が便秘に罹患しやすかどうかを調べる

帝王切開で出生した児と経腟分娩で出生した児の1歳での便秘率を比較する

両群で排便回数、便秘率に差がなかった。

分娩様式は腸内細菌叢に影響を与えると報告があるが、乳児期の排便回数には影響を与えなかったと推察され
る。
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